




昭

和

十

八

年

四

月

四

ツ

橋

、

眸

文

，業
・,:

座

敬

白

乍
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上

春
風
齢
蕩
の
好
季
節
と
相
成
申
候
虞
市
中
皆
々
様
に
は
銃
後
愈
匁
御
健

勝
に
遊
ぼ
さ
れ
候
段
奉
賀
候

偕
而
営
座
に
於
て
は
引
績
い
て
御
好
評
を
賜
り
萩
に
陽
春
四
月
興
行
の

開
場
を
御
披
露
申
上
ぐ
る
次
第
に
御
座
候
虞
御
客
様
方
の
御
要
望
に
従

ひ
例
に
よ
つ
て
萱
夜
＝
一
部
興
行
と
仕
り
全
座
員
が
線
力
を
稜
揮
し
て
職

域
奉
公
を
勤
む
る
事
と
相
成
り
居
り
狂
言
の
儀
も
選
揮
を
重
ね
候
上
に

此
度
は
特
に
異
色
と
も
申
す
可
き
「
佐
藤
兄
弟
の
妻
」
と
申
す
日
本
精

神
の
昂
揚
に
つ
と
む
る
新
作
曲
を
御
一
燦
に
供
す
る
事
と
相
成
り
其
他

文
槃
座
獨
自
の
大
舞
豪
の
み
を
配
列
い
た
し
候
次
第
に
有
之
わ
け
て
此

度
竹
本
三
瀧
太
夫
改
め
二
代
目
竹
本
叶
太
夫
鶴
澤
友
花
改
め
五
代
目
鶴

澤
燕
三
雨
名
の
襲
名
御
披
露
を
申
上
げ
全
座
員
懸
命
に
相
勤
め
申
候
間

相
轡
ら
す
御
引
立
を
賜
り
度
又
鶴
澤
観
西
翁
も
老
齢
を
提
げ
て
久
々
御

目
見
得
仕
候
間
何
卒
開
場
の
開
は
一
層
の
御
来
場
を
偏
に
御
願
奉
申
上

候

敬

白

，
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お
草
履
の
準
備
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御
座
ゐ
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靴
、
草
履
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そ
の
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末
ま
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が
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利
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ゐ
ま
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治太

吉

明
和
三
年
正
月
（
二
四
二
六
）
竹
本
座
初
演
。
作
者
に
は
近
松

半
二
、
一
1

一
好
松
洛
、
竹
田
因
幡
、
竹
田
小
出
、
竹
田
平
七
、
竹
本

三
郎
兵
衛
等
が
名
を
列
ね
、
全
五
段
に
分
れ
、
殊
に
、
第
四
の
切

「
十
種
香
の
段
」
が
名
高
い
。
所
謂
甲
越
の
戦
を
題
材
と
し
た
大

近
松
作
「
信
州
川
中
島
合
戦
」

G

享
保
六
年
八
月
1
1
二
三
八
一

1
1

竹
本
座
初
演
）
に
基
き
技
巧
を
凜
ら
し
た
も
の
で
、
武
田
、
上
杉

桔

梗

ケ

原

の

段
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勝

下
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の

段
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、長慈慈女母

尾
房

悲悲越

景
、お

勝蔵蔵種

桐吉桐吉桐

竹田竹田竹

榮
門光亀 政

三

造造松郎亀

景

勝

下

駄

の

段
竹

本

七

五

三

太

夫

鶴

澤

友

衛

門

草立や慈慈高越妻

坂名

刈峰悲悲 入．

弾弾

奴松蔵蔵正正江

大桐吉桐吉吉桐

竹田竹田田 竹

ぜ 紋
小光亀玉玉

太

い紋造訟市徳郎

雨
家
の
確
執
に
足
利
狩
軍
を
殺
し
た
齋
藤
逍
一
ー
一
の
謀
判
を
取
合
せ

た
作
。
大
證
の
筋
は
、
先
づ
初
段
に
は
武
田
の
重
賓
諏
訪
法
性
の

兜
の
事
か
ら
不
和
だ
っ
た
武
田
、
上
杉
雨
家
が
、
狩
軍
義
睛
と
北

の
方
手
弱
女
御
前
の
取
持
で
和
解
し
、
八
重
垣
姫
と
勝
頼
の
緑
組

が
定
ま
る
件
や
義
睛
が
鐵
砲
献
上
に
末
た
浪
人
に
殺
さ
れ
、
賤
の

方
は
曲
者
に
奪
去
ら
れ
る
件
、
信
玄
と
謙
信
は
将
軍
暗
殺
の
曲
者

詮
談
に
一
―
―
ケ
年
の
暇
を
乞
、
夫
で
知
れ
な
か
っ
た
時
は
各
々
一
子

勝
頼
、
景
勝
の
首
を
討
た
う
と
誓
ふ
條
が
あ
り
。
二
段
目
は
武
田

の
奥
家
老
板
垣
兵
部
が
車
力
簑
作
を
助
け
た
り
、
長
尾
の
家
来
を

殺
し
た
無
頼
漢
横
蔵
が
、
思
ふ
仔
細
あ
る
ら
し
い
景
勝
に
宥
さ
れ

g
 

た
後
、
異
形
の
老
人
即
ち
齋
藤
逍
―
―
ー
に
簑
を
奥
へ
ら
れ
て
再
會
を

約
し
た
り
す
る
諏
訪
明
紳
託
頭
の
件
か
ら
義
睛
暗
殺
後
已
に
一
―
―
年

を
網
過
し
た
が
、
未
だ
に
曲
者
が
分
ら
ぬ
為
、
村
上
義
清
が
勝
頼

の
首
受
瑕
に
乗
込
む
の
で
、
信
玄
の
室
は
盲
目
の
勝
頼
と
憲
人
の

濡
衣
を
逃
が
さ
う
と
す
る
が
義
清
に
見
破
ら
れ
て
勝
頼
は
自
殺
す

る
。
其
虞
へ
、
勝
頼
に
生
露
の
簑
作
を
身
代
に
連
れ
て
来
た
板
垣

兵
部
、
巳
に
勝
頼
が
自
害
し
た
後
な
の
で
、
怒
つ
て
簑
作
を
斬
ら

う
と
す
る
が
、
簑
作
賓
は
箕
の
勝
頼
で
、
死
ん
だ
勝
頼
は
賓
は
兵

部
が
子
、
つ
ま
り
兵
部
が
己
が
子
と
勝
頼
を
取
替
て
、
箕
の
勝
頼

四
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三太

郎夫

物

語

り

の

町悴妻慈慈横女母

房

峰唐悲悲

い紋吉造松助郎亀

山

本

勘

助

住

で

ぉ越

人松織蔵蔵蔵種路

I I a 
の

段
吉桐 鶴竹

竹田田竹田田竹口澤本

ぜ小 榮
小光亀玉政
兵三

ヽ

大

隅

太

夫

清

二

郎

梗

概

を
簑
作
と
し
て
信
濃
へ
追
遣
り
、
武
田
家
横
領
を
狙
つ
て
居
た
も

の
で
、
其
逆
心
を
知
っ
た
信
玄
の
為
め
に
兵
部
は
刺
さ
れ
、
勝
頼

の
簑
作
は
身
分
を
偏
っ
た
ま
4
濡
衣
と
共
に
法
性
の
兜
の
詮
議
に

旅

立

つ

の

條

迄

で

す

。

．

次
い
で
今
回
上
演
の
三
段
目
ー
ー
武
田
長
尾
の
境
目
争
ひ
桔
梗

ヶ
原
か
ら
勘
助
住
家
の
段
と
な
り
、
外
題
の
「
本
朝
廿
四
孝
」
は

こ
の
件
り
に
支
那
の
廿
四
孝
の
故
事
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
所
か
ら

末
た
も
の
で
あ
る
°
更
に
四
段
目
は
簑
作
と
濡
衣
の
｀
「
逍
行
似
合

の
女
夫
丸
」
や
和
田
山
別
歴
の
條
が
あ
り
、
つ
ゞ
い
て
景
勝
上
使

か
ら
十
種
香
、
狐
火
に
な
り
、
第
五
段
の
戦
場
と
な
っ
て
綿
べ
て

悪
人
亡
ぶ
の
大
開
圏
と
な
る
。

甲
斐
城
主
武
田
の
執
櫂
高
坂
弾
正
時
網
夫
妻
と
越
後
城

主
長
尾
の
執
櫂
越
名
弾
正
忠
政
夫
妻
と
は
、
、
信
州
桔
梗
ケ

原
の
雨
主
家
の
國
境
で
、
農
夫
が
稼
刈
り
の
学
か
ら
口
論

と
な
っ
た
。
又
、
そ
こ
に
あ
っ
た
棄
兒
（
慈
悲
蔵
の
一
子

峰
松
）
に
山
本
勘
助
の
札
が
附
け
て
あ
っ
た
の
で
、
勘
助

を
従
へ
る
為
め
に
棄
兒
の
奪
合
ひ
と
な
っ
た
が
、
遂
に
時
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門

兵

衛

吉

田

多

之

作

吉

田

榮

の

段
切

竹

本

重

太

夫

豊

澤

廣

助

景

郎郎逍t得

隅

若

太

夫

友

平

勝

上

の

妻女母横慈

蔵鳳房

唐へ 越後後
ぉ:-- =-=-
山直

使 本江
＆織種路勘山

助城
守

吉吉桐吉吉
I 

田田
竹田

小榮
政玉光

丘~-
‘’‘ 

田

吉郎亀助造

雪
深
い
信
濃
路
の
山
里
。
後
に
父
の
山
本
勘
助
を
名
乗

る
兄
横
蔵
は
横
道
者
だ
が
、
弟
慈
悲
蔵
は
孝
心
厚
く
、
今

日
も
母
越
路
に
食
さ
せ
や
う
と
鯉
を
漁
つ
て
戻
る
。
妻
お

種
が
抱
い
て
居
る
の
は
兄
横
蔵
の
子
治
郎
吉
で
、
老
母
へ

の
孝
養
の
為
、
邪
魔
に
な
る
我
子
峰
松
は
慈
悲
蔵
が
桔
梗

ヶ
原
へ
捨
て
た
の
だ
が
、
お
種
に
其
子
の
行
方
を
訊
か
れ

る
と
、
結
構
な
虐
へ
養
子
に
逍
つ
た
等
と
氣
休
め
を
言
ふ

越
後
の
長
尾
謙
信
が
息
景
勝
来
た
つ
て
、
戸
外
に
窮
ふ
と

知
る
や
知
ら
す
や
、
母
越
路
は
慈
悲
蔵
が
雪
見
を
止
む
る

を
怒
り
、
鯉
な
ど
喰
べ
た
う
無
い
、
裏
の
簸
の
筍
で
も
掘

つ
て
来
い
と
無
理
難
題
、
嘗
惑
す
る
慈
悲
蔵
を
見
て
、
父

の
名
跡
欲
し
さ
の
偽
孝
行
は
有
難
う
な
い
と
打
榔
す
る
機

に
下
駄
が
飛
ん
だ
。
そ
れ
を
景
勝
拾
つ
て
越
路
に
捧
げ
、

横
蔵
を
家
来
に
と
所
望
し
越
路
が
承
知
す
る
の
で
、
白
木

の
箱
を
主
従
の
印
に
残
し
て
蹄
つ
て
行
っ
た
。

綱
夫
妻
が
子
を
拾
う
て
蹄
へ
る
。
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形

役

割
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重

垣

姫

桐

竹

重

・

垣

姫

吉

田

光亀
太

造松 糸郎八夫

原白長腰八八武

須元
尾 重重田、., 

小賀

文六謙濡垣垣勝

治

吉桐吉桐吉桐吉

田竹田竹田竹田

紋、榮
兵 玉紋光龍
太 三

次郎徳司造松郎

木
曾
山
木
立
荒
く
れ
た
横
蔵
が
戻
り
、
母
に
足
を
洗
は

せ
た
り
、
腰
を
揉
ま
せ
た
り
し
て
居
る
と
、
武
田
信
玄
到

着
の
知
ら
せ
に
次
で
、
高
坂
弾
正
の
妻
唐
織
が
峰
甚
を
抱

い
て
来
た
。
子
を
餌
に
慈
悲
蔵
を
武
田
家
へ
召
抱
へ
様
と

す
る
が
、
慈
悲
蔵
は
母
の
戒
め
に
従
っ
て
仕
官
を
断
り
、

裏
手
の
簸
へ
筍
掘
り
に
行
け
ば
お
種
は
戸
口
に
捨
ら
れ
た

峰
松
を
抱
き
上
げ
る
。
秘
に
様
子
を
窮
つ
て
居
っ
た
唐
織

之
れ
を
見
て
、
子
供
に
乳
房
を
含
ま
す
か
ら
は
、
慈
悲
蔵

は
信
玄
公
へ
御
味
方
・
・
・
・
・
・
と
呼
ば
は
つ
て
立
去
る
間
も
な

く
手
裏
剣
が
飛
ぴ
来
た
つ
て
峰
松
の
胸
に
立
っ
た
。
そ
れ

を
横
蔵
の
所
業
と
脱
む
お
種
。
此
方
は
慈
悲
蔵
、
竹
簸
で

筍
を
掘
つ
て
居
た
が
、
鳩
あ
ま
た
集
ま
る
を
不
思
議
に
、

六
鞘
三
略
の
巻
が
埋
も
れ
て
居
ら
う
と
も
卸
れ
す
と
一
心

に
掘
返
す
。
共
臨
へ
横
蔵
窮
ひ
出
て
掘
だ
し
た
小
箱
を
奪

合
っ
た
が
、
誤
つ
て
池
へ
落
す
。
二
人
の
争
ひ
を
止
め
た

越
路
は
、
改
め
て
横
蔵
に
向
ひ
、
面
臆
似
た
る
景
勝
の
身

代
に
立
て
と
迫
る
が
、
横
蔵
は
聴
す
逃
出
さ
ん
と
し
慈
悲

蔵
の
手
裏
剣
に
膝
を
傷
付
け
ら
れ
る
と
、
九
寸
五
分
を
取

八



長
尾
入
道
謙
信
は
義
晴
の
後
室
手
弱
女
御
前
及
び
若
君

松
壽
丸
を
招
待
す
る
為
、
諏
訪
湖
の
要
害
に
館
を
新
築
す

る
。
そ
の
館
に
濡
衣
の
父
闊
兵
衛
は
花
守
と
な
り
、
濡
衣

は
侍
女
と
な
り
、
簑
作
は
庭
作
り
と
な
っ
て
入
り
込
ん
で

ゐ
る
。手
弱
女
御
前
、
松
壽
君
が
御
入
来
に
な
っ
た
と
い
ふ
時

景
勝
は
自
ら
上
使
と
猾
し
て
父
に
野
ひ
「
手
弱
女
御
前
に

御
契
約
さ
れ
た
通
り
に
我
が
首
を
創
ね
て
渡
さ
れ
よ
」
と

い
ふ
の
で
、
謙
信
は
営
惑
す
る
。
こ
の
時
、
隅
兵
衛
は
簑

九

行
水
の
流
れ
と
人
の
簑
作
が
．．．．．． 
で
、
簑
作
貰
は
武
田

勝
韻
が
出
て
、
我
民
間
に
育
ち
人
に
面
を
見
卸
ら
れ
ぬ
を

幸
ひ
、
花
作
と
成
つ
て
入
込
み
し
は
幼
君
の
御
身
の
上
に

若
し
過
の
あ
ら
ん
か
と
、
他
所
な
が
ら
守
護
す
る
某
、
そ

れ
と
悟
つ
て
抱
へ
し
や
、
は
て
•
•
…
•
と
不
審
す
る
折
か
ら

館
の
息
女
八
重
垣
姫
は
、
許
嫁
の
勝
韻
が
切
腹
し
た
と
い

ふ
の
で
、
其
綺
姿
に
経
文
讀
誦
の
鈴
の
昔
高
く
、
他
方
で

は
又
、
腰
元
濡
衣
が
位
牌
に
掌
を
合
ば
せ
て
ゐ
る
。

＂ 

上
げ
て
右
眼
を
突
き
、
斯
＜
疵
付
け
ら
れ
て
は
身
代
り
に
作
を
伴
う
て
出
て
謙
信
に
お
目
見
得
さ
せ
る
。
謙
信
は
簑

も
な
る
ま
い
、
父
の
名
跡
を
襲
い
で
山
本
勘
助
睛
義
、
謙
作
こ
そ
勝
頼
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
、
之
に
塩
尻
峠
に
控

信
の
家
来
直
江
山
城
守
種
綱
に
言
聞
す
事
あ
り
と
呼
ば
は
へ
て
わ
る
諸
大
名
に
上
意
の
返
事
の
使
者
を
命
じ
た
。

る
慈
悲
蔵
質
は
直
江
山
城
だ
っ
た
。
横
蔵
は
足
利
十
三
代
又
、
か
つ
て
手
弱
女
御
前
か
ら
預
っ
た
種
子
ケ
島
を
閥

の
公
逹
松
壽
丸
を
我
子
次
郎
吉
と
し
て
育
て
た
仔
細
を
語
．
兵
衛
に
渡
し
て
「
こ
れ
を
以
て
将
軍
義
晴
公
を
試
し
た
者

り
信
玄
に
頼
れ
た
と
て
小
箱
を
開
け
て
白
旗
を
も
示
し
た
が
あ
る
の
で
、
其
の
下
手
人
を
尋
ね
出
せ
」
と
言
っ
た
。

上
偲
授
の
一
巻
は
母
の
姓
を
襲
ぐ
弟
に
渡
し
、
後
日
載
場
心
に
覺
え
あ
る
闊
兵
衛
は
、
ぎ
つ
く
り
胸
に
こ
た
へ
、
思

で

の

勝

負

を

約

す

る

の

だ

っ

た

。

案

に

く

れ

乍

ら

鐵

砲

を

婚

つ

て

臥

所

へ

行

く

。

盆

但

し

こ

の

鐵
砲
渡
し
の
‘
段
は
省
略
し
て
十
種
香
の
段
へ
つ
ゞ
く
）
．

，
 



其
物
音
に
勝
頼
の
簑
作
も
、
我
身
代
に
立
ち
し
個
の
勝

頼
の
命
日
は
今
日
よ
と
、
心
に
頓
生
菩
提
を
念
じ
る
。
と

姫
は
綸
姿
に
向
ひ
、
懲
ひ
て
焦
れ
て
卿
ち
泣
く
。
勝
頼
は

あ
の
泣
墜
は
八
重
垣
姫
と
、
其
の
不
慾
さ
可
憐
し
さ
に
思

は
す
涙
し
て
立
上
が
る
。
そ
こ
へ
駈
出
た
の
が
濡
衣
で
、

似
た
と
は
愚
か
矢
張
り
其
儘
と
、
勝
頼
の
足
下
に
泣
伏
し

た
。
そ
の
墜
を
洩
聞
い
た
八
重
垣
姫
は
襖
の
隙
か
ら
窺
ひ

我
夫
か
勝
頼
様
か
と
飛
立
つ
心
を
押
餘
め
、
又
翰
姿
と
見

比
べ
た
上
、
矢
張
箕
の
勝
頼
様
ぢ
や
と
走
り
出
て
取
鎚
る

勝
頼
は
何
鹿
迄
も
簑
作
の
積
り
、
勝
頼
な
ど
4
は
覺
え

無
し
と
一
云
ふ
の
で
、
姫
は
濡
衣
に
向
び
、
も
し
其
方
の
知

遜
で
も
殿
御
で
も
無
い
な
ら
、
ど
う
ぞ
仲
介
を
と
頼
む
。

そ
こ
で
濡
衣
は
、
仲
介
せ
ま
い
も
の
で
も
無
い
が
、
ま

こ
と
心
底
か
ら
の
御
執
心
な
ら
憶
な
證
捩
が
見
た
い
、
其

誓
紙
に
は
諏
訪
法
性
の
御
兜
を
盗
み
出
し
て
貰
ひ
た
い
と

云
ふ
。
さ
て
は
兜
を
盗
め
と
は
、
こ
れ
こ
そ
罫
賓
の
勝
頼

様
に
違
ひ
は
な
い
、
と
喜
ん
だ
姫
は
男
に
鎚
り
泣
く
。
が

勝
頼
は
心
強
く
打
明
け
ぬ
。
そ
こ
で
姫
が
自
害
せ
ん
と
す

る
を
濡
衣
が
留
め
、
此
簑
作
こ
そ
冥
の
勝
頼
な
り
と
初
め

て
明
し
、
つ
と
姫
を
突
遣
っ
た
。
姫
匠
嬉
し
い
や
ら
恥
か

し
い
や
ら
。

．
折
か
ら
奥
に
墜
あ
っ
て
館
の
主
長
尾
謙
信
文
箱
携
へ
現

は
れ
る
の
で
、
勝
頼
の
簑
作
は
其
文
箱
を
受
取
っ
て
塩
尻

へ
と
急
ぐ
。
其
の
後
姿
を
見
送
つ
て
ゐ
た
謙
信
、
や
が
て

白
須
賀
六
郎
を
呼
出
す
と
、
塩
尻
ま
で
は
陸
路
の
絶
所
、

油
断
し
て
不
覺
を
と
る
な
、
と
警
め
て
勝
頼
の
跡
を
追
は

せ
原
小
文
次
に
後
詰
を
一
云
付
け
て
急
が
せ
る
。
こ
の
物
々

し
き
人
敷
は
、
総
て
武
田
勝
頼
を
討
手
の
為
と
鋪
つ
て
駕

く
姫
と
濡
衣
。
而
し
て
濡
衣
は
、
武
田
方
の
廻
し
者
と
て

謙
信
に
引
き
立
て
ら
れ
る
。

一
方
姫
は
手
に
入
れ
た
法
性
の
兜
に
向
ひ
、
勝
頼
の
身

安
泰
を
一
心
に
祈
願
を
こ
め
た
。
と
、
怪
し
や
忽
ち
狐
火

燃
え
立
ち
、
白
狐
の
姿
の
池
水
に
映
る
と
見
へ
た
が
、
諏

訪
明
神
の
神
騰
に
等
し
き
兜
、
八
百
八
狐
つ
き
そ
つ
て
守

護
す
る
奇
瑞
に
疑
ひ
な
し
と
覺
る
や
、
天
心
な
や
有
難
や
と

兜
を
捧
げ
、
愛
や
彼
臨
に
燃
ゆ
る
狐
火
に
守
ら
れ
て
、
勝

頼
の
許
に
急
を
告
げ
に
急
ぐ
の
で
あ
っ
た
。

1
0
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三
郎
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附

佐
藤
兄
弟
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妻

扱
も
其
後
、
九
郎
判
官
義
輝
公
雨
を
下
せ
し
鮫
龍
の
昨
日
に
か

わ
る
枯
魚
の
身
を
、
奥
秀
衡
に
頼
ら
ん
と
、
霞
と
と
も
に
都
を
ば

い
く
夜
重
ね
し
旅
衣
、
露
け
き
袖
の
か
わ
く
間
も
涙
し
ぐ
れ
の
山

か
げ
を
人
目
の
闊
の
し
の
ぶ
ず
り
、
み
ち
の
く
か
け
て
は
る

l
¥

と
、
瀧
も
せ
氣
も
せ
心
さ
へ
休
む
暇
な
き
暮
れ
山
路
、
出
弱
の
國

ヘ
ぞ
入
り
給
ふ
、
義
繹
御
あ
し
止
め
給
ひ
、
い
か
に
辮
慶
、
駿
河

次
郎
出
弱
に
入
る
ま
で
忍
び
路
を
別
れ
わ
か
れ
の
伊
勢
魏
井
、
常

陵
其
他
の
面
々
も
定
め
て
笏
黒
に
待
ち
つ
ら
ん
、
夜
越
し
を
か
く

れ
ば
明
日
の
逍
今
宵
の
宿
打
過
ぎ
て
と
く
行
か
う
に
て
候
ず
る
。

と
仰
せ
に
武
蔵
謹
ん
で
、
御
言
葉
至
栖
候
へ
ど
、
は
や
出
葱
路
に

（
床
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デ
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も
入
り
申
せ
ば
、
秀
衡
殿
の
舘
も
近
し
、
先
刻
見
受
し
高
札
の

山
伏
癖
待
に
宿
り
を
求
め
、
今
宵
一
夜
は
御
休
み
あ
っ
て
も
明

日
に
は
着
く
べ
き
笏
黒
の
坊
。
い
か
さ
ま
武
蔵
の
申
す
様
、
明

立
の
御
褻
足
、
は
や
里
と
て
も
程
も
な
し
、
一
先
づ
こ
れ
に
早

て
御
み
あ
し
、
お
休
み
あ
っ
て
候
べ
し
。
と
落
葉
か
き
寄
せ
石

上
に
稜
む
を
錦
の
褥
ぞ
と
ま
た
今
更
に
想
ひ
出
す
偲
ぶ
背
を
一
時

雨
ゃ
4

あ
っ
て
義
網
公
、
わ
れ
兄
上
と
不
和
と
な
り
都
を
追
わ
れ

ぉ
ち
こ
ち
の
野
末
の
風
の
季
日
に
さ
へ
、
心
お
か
る
4

憂
月
日
覆
ヘ

る
雲
の
い
つ
の
世
に
ま
た
睛
る
4

と
も
わ
か
ち
な
き
武
運
の
末
の

こ
の
義
鯉
、
櫂
に
媚
び
ろ
ふ
世
の
中
に
微
運
の
我
れ
を
見
捨
て
な

く
、
い
つ
に
か
わ
ら
ぬ
そ
ち
逹
が
忠
義
の
程
は
忘
れ
ま
じ
、
思
へ

ば
我
身
の
前
生
に
如
何
な
る
罪
の
あ
り
つ
る
か
、
定
め
な
を
世
を

怨
み
な
く
、
我
を
ば
責
め
て
赦
せ
よ
0

と
落
涙
共
に
仰
せ
あ
る
、

さ
し
も
に
猛
き
辮
慶
も
賞
千
の
駿
河
も
衣
の
袖
し
ぼ
る
ば
か
り
の

忍
び
泣
き
、
し
ば
し
言
葉
も
涙
な
り
、

n

＾
勿
壺
な
を
御
仰
ぜ
、

主
従
三
世
の
理
り
は
我
日
の
本
の
敦
な
れ
、
厚
恩
有
箭
の
御
君
に

臣
が
微
忠
は
数
な
ら
ず
、
屋
島
に
消
え
し
嗣
信
や
吉
野
に
散
lJ
し

忠
信
を
、
ぅ
ら
や
ま
し
く
と
こ
そ
思
ひ
候
。
さ
る
に
て
も
御
武
運

強
き
我
君
様
、
過
ぎ
し
安
宅
の
闊
と
て
も
辮
慶
殿
の
頓
智
と
合



せ
、
富
樫
が
偕
け
と
去
ひ
な
が
ら
、
こ
れ
皆
君
の
御
徳
な
れ
、
破

邪
顆
正
の
世
の
習
ひ
鎌
倉
殿
の
御
心
も
と
く
る
は
近
き
事
な
る
べ

し
、
御
心
強
く
思
し
召
せ
。
と
勇
め
の
詞
義
繹
公
、
過
ぎ
越
方
の

な
つ
か
し
く
恩
愛
涙
目
に
浮
む
露
の
玉
笹
踏
み
わ
け
て
出
づ
る
ニ

人
咬
女
連
れ
、
何
れ
三
十
路
の
後
ゃ
先
き
、
見
合
し
交
す
言
の
葉

も
っ
含
せ
ぬ
縁
の
宿
世
な
る
。
見
も
ふ
せ
ば
山
伏
殿
の
日
暮
れ
も

近
き
こ
の
山
路
、
何
れ
へ
の
お
渡
り
候
ぞ
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ

は
都
の
空
よ
り
陸
奥
か
け
て
諸
國
修
行
の
法
者
連
れ
、
何
都
の
空

よ
り
御
越
し
と
は
な
つ
か
し
く
も
思
ひ
候
、
し
て
今
宵
御
宿
り
の

御
所
も
定
め
参
ら
せ
給
ふ
に
や
、
い
や

l
＼
据
待
報
謝
も
あ
ら
ば

格
別
、
樹
下
石
上
を
伏
疲
の
修
瞼
者
、
幸
ひ
末
た
る
道
の
邊
の
山

伏
据
待
の
高
札
に
今
宵
の
宿
り
を
求
め
ん
と
思
ふ
心
に
候
ず
る
、

何
虞
の
程
か
数
（
給
へ
。
そ
れ
こ
そ
わ
ら
は
逹
の
屋
敷
な
れ
、
君

の
恵
み
に
叶
ひ
な
ば
一
夜
は
お
ろ
か
七
生
の
佛
の
慈
悲
を
垂
れ
給

は
れ
か
し
、
わ
け
て
都
の
事
ど
も
を
開
き
も
申
し
度
儀
も
ご
ざ
ら

ば
。
こ
わ
願
ふ
て
も
な
を
法
の
縁
、
あ
な
尊
、
峰
の
松
吹
く
風
の

昔
も
護
法
最
勝
の
蓉
な
れ
、
草
を
枕
の
伏
寝
さ
へ
沙
羅
双
樹
の
花

の
か
げ
、
今
宵
の
宿
り
は
八
賓
荘
厳
、
さ
ら
ば
是
非
に
も
頼
み
入

る
。
さ
る
に
て
も
都
の
事
い
た
＜
零
ね
あ
る
程
な
由
縁
の
人
も
あ



る
べ
き
に
や
0

と
何
か
心
に
ひ
ゞ
く
な
る
松
の
嵐
か
落
葉
さ
（
放

l

れ
ぬ
縁
ぞ
―
つ
な
る
二
人
は
そ
れ
と
額
見
合
は
を
、
さ
れ
ば
わ
ら

は
が
つ
ま
夫
義
鯉
卿
の
御
手
に
随
ひ
出
陣
あ
り
し
佐
藤
嗣
信
、
又

忠
信
が
留
守
を
預
る
相
嫁
連
れ
、
．
風
の
便
り
に
兄
弟
の
、
さ
だ
か

な
ら
ね
ど
討
死
と
も
、
ま
た
失
せ
し
と
も
聞
く
悲
し
さ
、
そ
れ
も

覺
悟
は
武
士
の
妻
な
れ
ば
こ
そ
歎
か
ね
ど
も
屋
敷
の
庵
｀
に
二
人
の

身
の
功
名
案
じ
る
老
の
母
、
せ
め
て
都
の
話
し
な
ど
も
し
ま
た
夫

兄
弟
の
ま
こ
と
の
う
わ
さ
知
る
な
ら
ば
、
老
を
な
ぐ
さ
め
、
賜
は

れ
か
し
0

と
去
ふ
も
切
な
吾
胸
の
内
、
開
い
て
扱
こ
そ
兄
弟
が
舘

の
妻
か
不
便
ゃ
と
う
る
ほ
ふ
眼
こ
そ
傭
け
な
り
。
義
糎
御
犀
や
は

ら
げ
て
、
寅
に
殊
勝
な
り
お
こ
と
逹
の
孝
心
漬
女
聞
く
か
ら
は
、

ま
こ
と
話
さ
ん
都
の
合
職
、
又
老
母
に
も
輿
面
な
し
と
く
と
な
ぐ

さ
め
申
べ
し
、
い
ざ
と
く

l
¥
0
と
あ
り
け
れ
ば
、
さ
ら
ば
案
内

と
打
連
れ
て
行
く
も
細
瀧
一
筋
に
は
や
入
相
の
鐘
の
犀
諸
行
無
常

と
渡
る
な
り
。

夜
も
深
々
と
な
り
ぬ
れ
ば
白
露
霜
と
お
を
か
わ
る
秋
の
庭
面
の

も
の
淋
し
、
訟
の
葉
昔
の
粛
々
と
、
木
棺
を
渡
る
月
冴
え
て
更
け

て
芽
に
し
む
庵
の
内
、
ゅ
ら
ぐ
灯
影
に
う
つ
う
つ
と
我
子
の
武
運

祈
る
な
る
老
の
姿
の
ほ
の
淡
し
折
ふ
し
千
草
踏
み
し
だ
き
鎧
ふ
出

P
立
二
入
の
武
者
足
昔
掘
し
庵
の
外
°
母
上
様
、
祉
人
様
、
嗣
信

忠
信
、
只
今
凱
陣
仕
る
0

と
思
ひ
も
ふ
け
ぬ
犀
々
は
老
の
吐
胸
を

は
つ
し
と
打
つ
、
そ
れ
は
ま
こ
と
か
現
易
か
と
簸
を
上
げ
て
思
は

ず
も
立
上
り
し
が
押
し
止
ま
り
、
ャ
レ
か
し
ま
し
4

か
し
ま
し
4

奮
里
を
出
で
し
鶴
の
子
の
松
に
鵞
ら
ぬ
淋
し
さ
よ
、
我
は
老
木
の

枯
れ
残
り
若
木
の
二
人
緑
り
葉
の
繁
る
と
も
ま
た
功
し
に
散
る
と

も
開
か
ぬ
う
つ
け
者
、
凱
陣
な
ど
4

は
け
が
ら
わ
し
い
、
ま
こ
と

佐
藤
が
倅
と
あ
ら
ば
、
合
戦
の
功
名
言
二
聞
か
ん
、
さ
な
く
ば
一

寸
こ
の
庵
趣
ゆ
．
る
事
は
夢
な
ら
じ
0

と
氣
丈
の
老
の
言
葉
の
矢
引

け
ば
返
ら
ぬ
あ
づ
さ
弓
‘
]
一
人
が
胸
の
奥
深
く
し
ば
し
涙
に
く
れ

け
る
が
、
や
4

あ
っ
て
嗣
信
辱
を
あ
げ
、
昔
信
不
蓮
は
い
く
重
に

も
書
く
も
暇
な
き
軍
の
場
、
嗣
信
ま
づ
ー
＼
合
戦
の
様
子
委
し
く

物
語
ら
ん
、
扱
も
其
頃
元
暦
元
年
二
月
も
末
の
事
な
る
べ
し
、
波

は
雪
散
る
屋
島
鴻
、
寄
せ
て
は
返
す
敵
の
勢
、
外
海
か
け
て
う
ち

靡
＜
霞
に
逹
が
ふ
平
家
の
赤
旗
、
軍
は
最
中
午
の
上
刻
、
平
家
の

大
狩
そ
の
中
に
も
門
脇
殿
が
二
男
、
能
登
守
敬
繹
こ
れ
に
有
り
、

義
繹
き
た
な
し
い
で
膵
負
と
舟
の
紬
先
者
に
畑
の
雨
眼
、
阿
修
羅

の
如
く
雄
叫
が
ぬ
、
其
時
兄
者
嗣
信
殿
君
に
大
事
辻
あ
ら
せ
じ
と

駒
の
街
泡
は
ま
せ
鐙
踏
ん
張
り
突
立
つ
て
、
こ
れ
は
清
和
十
代
の

一
四

I l_ -
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後
胤
九
郎
判
官
義
網
な
り
と
大
昔
上
げ
て
矢
面
に
水
際
立
つ
る
功

名
は
目
覺
し
く
も
又
勇
ま
し
4

、
ま
っ
た
こ
れ
な
る
忠
信
は
判
官

殿
の
御
名
を
名
乗
る
吉
野
山
、
花
に
散
り
人
＼
弱
法
師
、
義
鯉
捕

れ
よ
打
取
れ
と
ひ
し
め
く
敵
を
右
左
り
、
さ
れ
ど
新
手
は
後
た
4

ね
ば
、
今
ぞ
最
後
と
大
―
音
上
、
い
か
に
寄
手
の
者
共
よ
、
弓
矢
取

る
身
の
習
ひ
と
て
逢
ふ
を
敵
の
引
き
出
物
、
東
え
び
す
が
舞
の
一

さ
し
い
で

l
＼
見
参

l
＼
と
軍
扇
さ
つ
と
開
き
な
ば
開
き
お
じ
し

け
ん
雪
崩
し
て
お
ち
こ
ち
と
な
く
失
せ
に
け
る
。
ャ
レ
待
て
雨
人

兄
は
屋
島
弟
は
吉
野
の
花
と
散
り
に
し
と
母
は
今
こ
そ
知
り
得

た
り
、
夜
目
に
鎧
の
倅
と
も
到
面
し
た
る
老
の
喜
び
、
今
宵
判
官

さ
ま
の
御
越
を
そ
れ
と
知
っ
た
る
自
ら
も
、
倅
の
功
名
如
何
ぞ
と

案
じ
て
御
前
に
出
で
も
せ
ぬ
、
こ
れ
に
て
我
れ
も
身
の
ほ
ま
れ
孝

行
貞
女
の
相
嫁
が
老
を
な
ぐ
さ
む
心
の
程
何
に
も
噌
し
て
嬉
し
い

ぞ
ゃ
と
。
ょ
4

と
泣
く
砥
二
人
の
妻
、
ほ
ん
に
悪
へ
ば
母
上
の
御

心
根
の
い
た
わ
し
ゃ
、
子
を
知
る
親
の
氣
も
知
ら
で
、
女
心
の
浅

は
か
に
な
ま
じ
鎧
を
身
に
つ
け
て
ま
た
思
ひ
噌
す
勿
骰
な
や
、
孝

行
見
え
た
不
孝
の
科
お
赦
し
な
さ
れ
て
給
わ
れ
と
歎
け
ば
母
は
百

倍
に
嫁
の
心
の
い
と
し
さ
嬉
し
さ
ほ
ん
に
わ
れ
は
宰
せ
者
、
子
は

武
士
の
道
を
立
っ
嫁
は
年
老
ふ
親
に
孝
心
、
一
I
f

千
世
界
に
こ
の
身

• ‘ 

一
五

ほ
ど
果
報
な
者
の
あ
る
べ
き
か
と
張
り
つ
め
し
氣
も
今
更
に
心
も

た
る
み
身
も
く
ず
を
れ
、
か
つ
ば
と
伏
し
て
歎
き
け
る
、
姶
終
の

檄
子
義
鯉
公
武
蔵
駿
河
も
賭
共
に
静
々
と
歩
み
出
で
、
い
か
に
老

毎
、
健
氣
な
る
一
1

一
人
の
心
底
、
わ
れ
こ
そ
判
官
義
鯉
ぞ
忠
義
無
双

に
死
し
た
る
兄
弟
、
冥
加
に
餘
る
義
親
が
一
家
の
心
、
身
に
せ
め

て
我
が
篇
し
置
く
是
な
る
法
華
鯉
、
法
地
荘
厳
菩
提
の
為
め
、
こ

れ
を
我
身
に
取
ら
す
べ
し
と
御
手
の
巻
物
差
し
出
し
、
又
こ
れ
な

る
妻
雨
人
祉
の
心
慰
め
ん
と
魂
う
つ
す
孝
心
貞
節
感
ず
る
餘
り
義

網
が
貞
女
の
心
木
像
に
彫
り
刻
ま
せ
て
未
世
の
鏡
と
仰
せ
の
言
葉

そ
の
ま
A

に
寅
に
や
夫
締
は
一
橙
の
魂
う
つ
す
操
の
鏡
、
曇
ら
ぬ

面
、
白
石
の
名
を
と
こ
し
へ
に
高
繭
寺
甲
胄
堂
の
木
像
に
今
に
署

れ
を
残
し
け
り
°
老
母
は
は
つ
と
押
し
頂
き
有
難
涙
に
む
せ
び
し

が
、
か
4

る
尊
き
こ
の
一
巻
、
末
の
代
か
け
て
家
の
費
、
屋
島
吉

野
の
倅
は
お
ろ
か
、
命
落
せ
し
幾
千
の
源
氏
平
家
の
一
門
の
死
し

て
は
敵
も
味
方
も
な
し
、
衆
怨
消
滅
苔
提
の
為
一
日
一
巻
十
誦
の

勤
め
老
の
一
生
祈
り
ま
つ
ら
ん
。
賞
に
申
さ
れ
し
佐
藤
の
姐
、
天

睛
れ
殊
勝
の
御
心
、
こ
の
親
に
し
て
兄
弟
の
日
頃
の
忠
節
感
泣
せ

り
、
名
残
り
は
盛
き
じ
い
ざ
我
君
、
早
夜
も
朋
け
ん
道
直
ぐ
に
御
立

有
つ
て
候
べ
し
。
と
す
4

め
の
言
葉
義
糠
公
、
心
残
し
て
行
か
ん



．
 
..,, 

と
す
、
袖
押
し
ひ
か
へ
二
人
の
妻
用
意
の
包
み
取
り
出
だ
し
、
自
ら

二
人
が
夫
は
ら
か
ら
再
び
い
く
さ
に
召
さ
れ
ん
時
何
か
の
御
用
と

貯
へ
置
く
、
今
は
用
な
き
こ
の
黒
髪
―
つ
に
添
へ
て
参
ら
す
程
に

君
の
御
供
に
お
加
へ
あ
ら
ば
千
借
誦
讀
の
供
養
に
も
噌
す
喜
び
に

候
べ
し
。
布
施
報
恩
の
ま
こ
と
の
品
心
を
込
め
て
受
納
せ
ん
。
と

頂
き
給
へ
ば
老
毎
も
ま
た
、
わ
ら
は
も
供
養
仕
ら
ん
、
是
は
倅
二
人

の
者
武
道
祈
り
し
末
廣
の
ば
ゞ
が
供
養
は
老
の
＇
一
さ
し
君
の
御
先

・
途
開
く
る
を
牌
か
け
て
こ
そ
舞
納
め
ん
。
と
扇
を
持
つ
て
身
が
ま

へ
し
。
そ
れ
人
間
の
一
生
は
電
光
朝
露
波
の
泡
、
花
散
る
里
に
住

む
と
て
も
哀
別
離
苦
の
理
り
は
ま
ぬ
が
れ
難
き
逍
ぞ
か
し
、
さ
る

に
て
も
嬉
し
ゃ
な
、
我
兄
弟
の
功
し
を
君
の
御
た
て
の
浪
頭
、
玉
と

砕
く
ぞ
本
意
な
れ
、
こ
れ
は
吉
野
の
花
と
散
る
、
春
れ
は
大
和
武

士
の
と
も
に
盛
せ
ぬ
魂
は
君
の
御
そ
ば
に
随
ひ
て
行
く
末
か
け
て

守
り
な
ん

l
¥
、
あ
な
喜
ば
し
思
ひ
よ
な
。
い
ざ

l
＼
出
で
ま
せ

人
々
よ
‘
君
の
御
武
運
末
廣
を
い
く
千
代
萬
御
供
と
差
し
出
す
母

は
一
世
の
縁
、
妻
は
末
世
を
二
世
の
縁
、
出
で
立
つ
君
は
一
岳
加
の

緑
、
．
夜
も
白
々
と
朋
け
の
空
、
五
道
の
守
り
一
筋
の
み
ち
の
く
深

く
急
ぎ
行
く
。

文

架

座

小

史

（

昭

和

十

八

年

調

査

）

0
竹
本
座
創
立
盆
現
今
ョ
リ
ニ
百
五
十
九
年
以
前
）

貞
享
元
年
二
月
（
逍
頓
堀
西
ノ
芝
届
）

。

0
文
築
座
稜
詳
（
現
今
ョ
リ
約
百
五
十
年
以
前
）

天
明
年
間
淡
路
ョ
リ
植
村
文
築
軒
大
阪
へ
末
ル

0
第
一
次
稲
荷
祗
内
時
代

文
化
八
年
百
リ
天
保
十
三
年
―
―
至
ル

0
西
横
塀
新
築
地
時
代

）
天
保
十
芭
年
ョ
リ
安
政
―
―
一
年
ー
ー
至
ル

0
第
二
次
苗
荷
祗
内
時
代

安
政
―
―
一
年
ョ
リ
明
治
四
年
―
一
至
ル

0
松
島
千
代
崎
橋
時
代

明
治
五
年
ョ
リ
明
治
十
七
年
＝
至
ル

〇
御
雲
稗
祗
内
時
代

明
治
十
七
年
ョ
リ
明
治
四
十
二
年
1

二
主
ル

0
松
竹
合
名
肱
纏
承
．

一
明
治
四
十
二
年
―
―
―
月
植
村
家
ョ
リ
鑑
承

〇
御
墜
文
築
座
燒
失

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
九

H

〇
躍
時
興
行
時
代

昭
和
元
年
ョ
リ
昭
和
四
年
マ
デ
泣
頓
堀
鉾
天
座
ヲ

始
メ
其
他
随
時
興
行

0
四
ツ
橋
文
築
座
創
立

昭
和
四
年
十
二
月
以
末
現
在
l

二
主
ル

一
六

ヽ, ・, , .、~,. 



道

中

双

六

ッツ
レレ

友段
野鶴花豊竹

の

勝燕

太

郎三

一
七

宮源

太太

夫夫

本
曲
は
寅
唇
元
年
二
月
．
（
二
四
一

E)
・
大
阪
竹
本
座
上
演
。
作

者
は
吉
田
荒
子
、
」
＿
＿
好
松
洛
の
合
作
。
全
篇
は
、
東
山
の
段
、
涼

み
の
段
、
奥
作
劫
嘗
の
段
、
貫
6

井
訴
訟
の
段
、
逍
成
寺
の
段
、

孝
行
の
段

G

沓
掛
村
）
、
恩
愛
の
段
、
道
行
、
親
里
の
段
、
道
中

双
六
、
重
の
．
井
子
別
れ
の
段
、
旅
籠
腟
の
段
、
蹄
参
の
段
、
敵
討

の
段
の
全
十
―
―
一
段
か
ら
な
り
、
こ
の
中
、
重
の
井
子
別
れ
の
段
は

そ
の
第
十
段
目
に
嘗
る
の
で
、
俗
に
「
憩
＋
」
と
云
は
れ
、
ま
た

「
三
吉
愁
の
段
」
と
も
呼
ば
れ
て
ゐ
て
、
淫
瑠
璃
に
、
又
歌
舞
伎

に
度
々
上
演
さ
れ
、
人
口
に
腑
灸
さ
れ
た
一
段
で
あ
る
。

こ
の
「
懲
女
房
染
分
手
綱
」
の
原
作
は
、
賓
永
五
年
（
二
三
六

も
大
阪
竹
本
座
上
演
の
、
大
近
松
作
「
待
夜
小
室
飾
」
＇
の
後
「
丹

波
奥
作
」
と
改
題
）
で
、
こ
れ
を
改
作
し
、
場
数
を
多
く
し
、
筋

を
複
雑
に
し
、
舞
逃
上
の
技
巧
を
豊
富
に
し
、
お
家
物
式
に
仕
立

宜
し
た
も
の
で
あ
る
。

慰g

如
房ぼ

染ぢ
分;-,

双―・
手た

綱足

道

中

六

段

重

の

井

子

別

れ

の

段
の

8
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太
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重．

の
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井
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馬本乳腰踊踊調

方田母元

爾重り
三三お
方の
衛
吉門井輻子子姫

り

桐吉吉桐吉吉桐

竹田田｀竹田田竹

文紋
紋玉 亀兵小
五太

司徳郎郎夫次紋

梗

概

因
み
に
作
者
吉
田
冠
子
と
は
、
人
形
遣
ひ
の
非
常
な
名
手
、
初

代
吉
田
文
―
―
一
郎
の
作
者
名
で
、
新
作
藩
瑠
哨
の
趣
向
、
人
形
ゃ
舞

壼
の
工
夫
な
ど
、
彼
の
獨
創
か
ら
数
多
の
も
の
が
産
れ
、
現
在
の

人
形
芝
居
の
基
礎
は
彼
に
よ
り
作
ら
れ
て
そ
の
ま
4
今
日
ま
で
偲

末
し
て
ゐ
る
。
（
「
義
網
千
本
櫻
」
の
源
九
郎
狐
の
人
形
衣
裳
に

源
氏
車
の
模
様
を
付
け
て
今
で
も
そ
の
衣
裳
の
ま
4

を
踏
襲
さ
し

て
ゐ
る
の
も
こ
の
文
三
郎
で
あ
る
。
i
>

謂
は
ゞ
、
人
形
一
ー
一
人
遣
ひ

の
大
成
者
と
も
、
且
つ
人
形
芝
居
の
基
礎
を
築
上
げ
た
人
と
も
一
k

へ
、
現
在
の
人
形
遣
ひ
が
姓
と
す
る
「
吉
田
」
の
流
胆
で
も
あ
る
'

斯
の
逍
の
歴
史
の
上
に
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
人
で
あ
る
。

丹
波
の
城
主
由
留
木
家
の
息
女
調
姫
は
、
関
東
の
高
家

入
間
へ
養
子
嫁
子
と
し
て
江
戸
へ
下
る
約
束
が
出
来
た
。

入
間
家
か
ら
は
奥
家
老
本
田
禰
三
左
衛
門
が
迎
へ
に
来
て

用
意
萬
端
整
ひ
、
い
ざ
出
立
と
一
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
＇

所
が
未
だ
年
齢
は
僅
か
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
姫
君

は
、
こ
の
東
下
り
が
嫌
だ
と
俄
に
一
云
ひ
出
し
て
む
づ
か
る

の
で
、
お
乳
人
重
の
井
は
じ
あ
腰
元
た
ち
は
、
手
を
つ
く

八

゜^  



し
て
慰
め
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
御
機
嫌
が
直
ら
な
い

の
で
一
同
困
り
は
て
4
し
ま
っ
た
。

そ
こ
へ
、
丁
度
姫
君
と
同
じ
年
頃
の
馬
子
の
三
吉
と
一
云

ふ
も
の
が
、
東
海
道
道
中
双
六
と
や
ら
を
弄
ん
で
居
る
と

去
ふ
こ
と
が
聞
え
る
の
で
呼
び
寄
せ
て
姫
君
の
御
機
嫌
を

と
ら
せ
や
う
と
一
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

＿
―
-
吉
は
御
前
近
く
の
綴
先
へ
来
て
、
望
ま
れ
る
ま
4

に

道
中
双
六
の
縮
解
き
を
、
こ
と
ば
面
白
く
囃
し
た
て
、
東

國
の
珍
ら
し
い
物
語
を
す
る
の
で
、
す
つ
か
り
姫
君
の
お

氣
に
入
り
、
直
ぐ
に
も
東
へ
下
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ

た。
さ
て
、
か
う
し
て
頑
是
な
い
姫
君
が
、
東
へ
下
る
と
御

意
あ
っ
た
の
は
、
何
と
1

云
つ
て
も
馬
方
三
吉
の
手
柄
で
あ

る
。
お
乳
人
重
の
井
は
、
そ
の
褒
美
に
と
、
御
前
か
ら
下

さ
れ
物
の
菓
子
や
、
な
に
が
し
の
錢
を
三
吉
に
典
へ
た
。

す
る
と
突
然
、
三
吉
は
「
由
留
木
殿
の
お
乳
人
重
の
井

さ
ま
と
は
お
前
か
、
そ
ん
な
ら
お
れ
が
母
様
」
と
、
な
っ

か
し
氣
に
抱
き
附
か
う
と
す
る
の
だ
。
重
の
井
は
、
こ
の

，， 

一
九

小
さ
な
馬
方
が
わ
が
子
と
は
、
ま
さ
か
と
驚
く
の
だ
っ
た

が
、
し
か
し
、
胸
に
覺
え
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
っ

た。
話
は
十
年
の
む
か
し
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
由
留
木
家
の
家
老
伊
逹
興
三
兵
衛
の
倅
に
典
作
と

云
ふ
も
の
が
あ
っ
た
。
重
の
井
は
能
師
竹
村
定
之
進
の
娘

で
、
腰
冗
と
し
て
御
殿
奉
公
を
し
て
居
る
中
、
典
作
9

と
何

時
か
離
れ
が
た
な
い
仲
に
な
り
、
そ
の
間
に
典
之
助
と
一
H

ふ
男
の
子
さ
へ
も
う
け
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
不
義
の
こ
と
が
顕
れ
、
悪
者
の
議
言
に
よ
つ
て
典

作
は
故
國
を
追
放
さ
れ
、
馬
方
に
ま
で
零
落
し
て
し
ま
つ

た
。
重
の
井
は
父
親
の
定
之
進
の
申
繹
の
切
腹
に
よ
り
、

典
作
と
別
れ
、
そ
の
後
再
び
蹄
参
し
て
、
姫
君
の
お
乳
人

と
な
っ
た
の
だ
。

今
此
臨
に
馬
方
三
吉
か
ら
、
母
様
と
す
が
り
つ
か
れ
、

そ
の
身
の
上
を
聞
か
さ
れ
、
證
腺
の
守
り
袋
ま
で
見
せ
ら

れ
て
み
る
と
、
三
吉
は
ま
さ
に
我
が
子
の
典
之
助
に
疑
ひ

は
な
か
っ
た
。



三
吉
は
現
在
父
親
の
典
作
と
も
別
れ
、
幼
な
い
身
で
近

江
の
石
部
に
馬
方
奉
公
を
し
て
居
る
の
だ
。
そ
の
望
み
と

1

云
ふ
の
は
、
父
親
を
尋
ね
出
し
、
親
子
三
人
水
入
ら
中
で

一
日
で
も
暮
し
た
い
と
云
ふ
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

重
の
井
は
胸
も
く
だ
け
る
ば
か
り
、
現
在
我
が
子
に
馬
追

．． 

び
を
さ
せ
、
お
の
れ
は
お
乳
人
よ
と
衣
裳
を
着
飾
つ
て
居

る
心
苦
し
さ
、
し
か
し
今
の
場
合
母
子
と
名
乗
っ
て
は
、

姫
君
の
お
名
に
も
障
る
こ
と
、
た
ゞ
氣
も
胤
れ
て
む
せ
び

泣
く
の
で
あ
っ
た
。
―

見
る
か
ら
に
賢
し
氣
な
＿
l-
吉
に
、
人
違
ひ
と
個
つ
て
も

無
駄
な
こ
と
は
知
れ
て
居
た
。
諜
を
よ
く
話
せ
ば
、
と
今

ま
で
の
物
語
を
一
二
吉
に
詳
し
く
し
て
聞
か
せ
、
心
を
鬼
に

し
て
今
で
は
蜘
で
も
子
で
も
な
い
も
の
、
と
そ
の
ま
4

別

れ
や
う
と
す
る
の
だ
っ
た
。
三
吉
も
聞
き
分
け
て
立
ち
上

っ
た
が
、
そ
の
見
す
ぽ
ら
し
げ
な
後
影
に
又
こ
み
上
げ
て

来
る
悲
し
さ
は
、
世
が
世
な
ら
ば
千
三
百
石
の
世
取
り
の

こ
の
子
、
雨
風
雪
降
り
の
夜
道
に
馬
追
ふ
姿
も
偲
ば
れ
、

我
が
身
を
投
げ
伏
し
て
奉
公
の
身
の
浅
ま
し
さ
を
打
歎
い

た
の
で
あ
っ
た
Q

時
に
奥
口
か
ら
、
姫
君
の
御
立
ち
が
知
ら
さ
れ
、
乗
物

も
界
ぎ
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
三
吉
が
姻
君
の
お
伽
に
と
、
泣
く
泣
く
唄
ふ
、

「
坂
は
照
る

l
¥`
」
の
馬
子
唄
に
、
涙
を
嘴
ん
で
は
か
な

捻
親
子
の
別
れ
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
・

ヽ

゜

土心
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新

口

村

の

切

鶴

憑

清
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豊

澤

一

園

伊

段

一芯ほい
六

豊

竹

古

靱

太

夫

中

豊

竹

富

太

夫

此
虐
大
和
の
國
新
口
村
は
、
た
ゞ
さ
へ
都
離
れ
た
わ
び

梅

Jll

忠
兵
衛

梗

概

大
近
校
作
の
「
冥
途
の
飛
脚
」
〔
賓
永
．
八
年
（
ニ
―
―
―
七
一
）
三
月

竹
本
座
上
演
〕
と
、
こ
れ
を
改
作
し
た
紀
海
昔
作
の
「
傾
城
―
―
一
度

笠
」
〔
正
穂
―
―
一
年
（
二
三
七
―
―
-
)
十
月
〔
曾
根
綸
新
地
芝
居
〕
豊
竹
座

上
演
〕
と
の
二
作
を
つ
き
合
せ
て
菅
専
助
、
若
竹
笛
射
合
作
で
、

「
け
い
せ
い
憩
飛
脚
」
が
宏
永
二
年
十
二
月
（
二
四
三
三
漏
豊
竹
此

吉
座
で
上
演
さ
れ
た
が
、
こ
の
作
が
歌
舞
伎
に
入
っ
て
「
懸
飛
脚

大
和
往
来
」
と
改
題
さ
れ
、
こ
の
「
大
和
往
京
」
が
操
に
更
に
逆

輪
入
さ
れ
て
天
保
元
年
閏
三
月
（
二
四
九

0
)
か
ら
北
堀
江
市
の
側

の
芝
居
で
「
懇
飛
脚
大
和
往
来
」
の
外
縣
で
新
口
村
の
段
が
上
演

さ
れ
今
日
に
及
ん
だ
。
尚
全
曲
は
上
下
一
一
巻
よ
り
な
り
、
上
巻
は

生
玉
の
段
、
飛
脚
展
の
段
、
下
巻
は
西
横
堀
の
段
、
新
口
村
の
段

に
分
れ
て
ゐ
る
。

新

口

村

こ

仏

び

斉

や

く

や

ま

と

わ

う

ら

い

恩
飛
脚
大
和
往
来

の

段



取
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田 田

ぜ

捕

毛
孫

右
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頭

親針

吉

藤榮

い

立

道

庵

吉

田

瓢

壽

呂

置藤

治

の頭

巾

吉

田

常

次

兵

衛

吉

田

駒

博

が右

ば

ゞ

吉

田

兵

郎，次

水

衛梅

門

吉

田

多

郎

傾亀

城

JI I 

桐

屋

忠

兵

＼

衛

桐

竹
竹

紋

亀
三十

郎松

古

手

買

吉

田

亀

夫

八忠

右

衛

門

吉

田

万

次

女

房，

桐

竹

政

郎亀、

し
さ
に
、
雪
さ
へ
降
り
籠
め
て
年
の
暮
と
云
つ
て
も
人
影

少
な
い
片
山
里
だ
っ
た
。

今
日
は
ど
う
し
た
も
の
か
忠
＝
一
郎
の
家
の
界
隈
に
、
節

季
候
だ
の
古
手
買
だ
の
順
證
だ
の
と
、
う
さ
ん
く
さ
い
者

た
ち
が
う
ろ
つ
い
て
居
た
。

大
阪
新
町
の
茶
屋
で
、
八
右
衛
門
へ
の
意
地
づ
く
で
、

官
金
の
封
印
を
切
つ
て
し
ま
っ
た
亀
屋
忠
兵
衛
は
、
犯
し

た
罪
の
ほ
ど
も
恐
し
く
、
遊
女
梅
川
と
手
に
手
を
取
っ
て

人
目
を
遮
け
、
我
が
親
里
新
口
村
へ
と
落
ち
て
来
た
の
で

あ
っ
た
。

旅
馴
れ
ぬ
梅
川
を
い
た
は
り
な
が
ら
、
親
孫
右
衛
門
に

は
家
来
同
然
の
忠
三
郎
の
住
家
へ
立
ち
寄
つ
て
、
忠
三
の

女
房
に
様
子
を
聞
い
て
み
る
と
、
忠
兵
衛
の
詮
議
の
手
は

早
く
も
此
臨
ま
で
の
び
て
居
る
こ
と
を
知
っ
た
。
忠
三
の

女
房
が
二
人
の
顔
を
知
ら
ぬ
の
を
幸
ひ
、
そ
れ
と
は
告
げ

す
留
守
の
忠
三
郎
を
呼
び
に
や
っ
た
。

0

忠
兵
衛
が
、
宵
の
親
孫
右
衛
門
に
直
か
に
會
へ
な
い
の

は
義
理
と
一
云
ふ
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
忠
兵
衛
は
養
子
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ー・

と
し
て
早
く
大
阪
へ
や
ら
れ
、
養
子
親
の
妙
閑
と
一
云
ふ
も

の
が
あ
り
、
許
嫁
の
お
す
は
と
一
云
ふ
も
の
が
あ
る
身
の
上

で
、
今
度
の
仕
儀
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
然
し
梅
川
と

現
在
の
様
な
仲
に
な
り
、
今
大
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
忠

兵
衛
と
す
れ
ば
、
今
生
の
名
礎
り
に
一
目
親
の
孫
右
衛
門

の
顔
が
見
た
か
っ
た
の
だ
。

障
子
の
内
で
梅
川
と
し
ば
し
涙
に
く
れ
て
居
た
が
、
ふ

と
外
を
見
る
と
懐
し
い
故
郷
の
人
々
が
、
野
中
の
畠
道
を

吹
雪
を
あ
ぴ
乍
ら
遣
場
参
り
に
つ
ゞ
く
の
が
見
え
た
。

そ
の
中
に
紙
子
の
肩
衣
に
老
の
足
も
と
ぼ

l
＼
と
近
づ

い
て
来
る
年
よ
り
が
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
父
親
の
孫
右
衛

門
に
間
違
ひ
な
か
っ
た
。
然
し
詞
さ
へ
か
は
す
こ
と
の
出

来
な
い
今
の
身
の
因
果
に
、
忠
兵
衛
は
身
も
だ
へ
し
た
の

だ
っ
た
が
、
梅
川
も
初
め
て
見
る
我
が
舅
、
男
の
た
め
孝

行
も
し
た
い
と
つ
ぶ
や
き
っ
4

も
、
如
何
と
も
す
る
事
の

出
来
な
い
夫
婦
な
の
だ
。

孫
右
衛
門
は
そ
れ
と
も
知
ら
す
此
の
家
の
門
口
を
通
り

過
ぎ
様
と
し
た
時
、
つ
い
す
べ
っ
た
蒲
氷
に
、
足
駄
の
鼻

緒
を
ぷ
つ
り
切
ら
し
て
韓
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
た

梅
川
は
も
う
獣
つ
て
は
居
ら
れ
な
く
、
走
り
出
て
孫
右
衛

門
を
抱
き
起
し
た
。
そ
し
て
お
足
も
洗
ひ
鼻
緒
も
す
げ
て

上
げ
ま
せ
う
と
一
云
ふ
の
で
、
孫
右
衛
門
は
見
な
れ
ぬ
や
さ

し
い
女
性
の
出
現
に
驚
い
た
の
で
あ
っ
た
。

様
子
を
聞
く
と
、
た
ゞ
旅
の
者
と
ば
か
り
舅
の
親
父
さ

ま
と
同
じ
年
配
、
生
き
う
つ
し
の
懐
し
さ
に
、
御
用
に
立

て
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
一
云
ふ
の
だ
。
詞
の
端
に
さ
て
は
そ

れ
と
氣
の
つ
い
た
孫
右
衛
門
は
涙
を
押
し
か
く
し
、
不
行

跡
の
わ
が
子
の
い
と
し
さ
を
、
そ
れ
と
な
く
託
ち
、
養
子

親
の
妙
閑
殿
は
忠
兵
衛
詮
議
の
た
め
一
咋
日
牢
に
入
れ
ら

れ
、
そ
の
義
理
と
し
て
若
し
忠
兵
衛
が
こ
の
邊
へ
来
た
ら

親
が
縄
か
け
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
あ
4

ど
う
ぞ
来
て
哭
れ

ね
ば
よ
い
が
、
然
し
一
日
で
も
早
く
妙
閑
殿
を
牢
か
ら
出

す
の
が
何
よ
り
の
孝
行
、
覺
語
を
極
め
て
名
乗
っ
て
出
し

た
い
が
そ
れ
も
親
の
目
に
か
4

ら
ぬ
所
で
、
と
血
筋
の
恩

愛
に
泣
き
沈
ん
だ
。

そ
し
て
梅
川
に
金
一
と
包
を
典
へ
、
こ
れ
を
路
銀
に
遠

四



い
所
へ
立
退
い
て
奥
れ
、
と
一
云
ふ
の
で
、
梅
川
は
そ
の
金

を
押
い
た
ゞ
き
こ
の
批
の
別
れ
に
そ
の
人
に
一
目
逢
つ
て

や
つ
て
奥
れ
と
頼
む
の
だ
っ
た
。
一

然
し
逢
へ
ば
縄
を
か
け
る
か
、
訴
人
じ
な
け
れ
ば
演
ま

な
い
義
理
固
い
孫
右
衛
門
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
と
、
有
合

ふ
手
拭
で
目
か
く
し
4

て
、
一
と
間
に
悶
へ
る
忠
兵
衛
と

親
と
も
子
と
も
名
乗
ら
す
、
手
と
手
を
取
り
か
は
し
て
名

残
り
を
惜
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

折
柄
あ
た
り
は
物
さ
は
が
し
く
、
今
朝
か
ら
そ
の
邊
り

の
様
子
を
伺
つ
て
居
た
巡
轄
た
ち
は
捕
手
の
役
人
と
打
ち

つ
れ
、
忠
兵
衛
の
詮
議
に
来
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
ま
4

引
返
し
て
行
っ
た
の
で
、
孫
右
衛
門
は
二
人
を
裏
道
か
ら

逃
が
し
、
後
影
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
鹿
を
し
き
り
に
、

叫
び
つ

L
落
ち
ゆ
く
道
筋
を
殺
へ
た
の
だ
っ
た
。

（
佐
和
利
）

新

口

村

の

段

n

レ
忠
兵
衛
様
、
ほ
ん
に
愛
は
錬
の
中
、
斯
う
し
て
居
て
も
大

事
な
い
か
え
、
ア
ヽ
、
い
や

l
¥
、
男
氣
な
忠
三
郎
、
頼
ん
で
今

二
五

C
>
 

夜
は
愛
に
泊
り
、
死
ぬ
る
共
故
瑯
の
土
、
生
の
母
の
墓
所
、
い
つ

し
よ
に
う
づ
ま
れ
そ
な
た
に
も
、
嫁
姑
と
引
合
せ
、
未
来
の
華
面

さ
し
た
い
と
、
お
ろ
／
＼
涙
梅
JII
も
そ
れ
は
嬉
し
う
ご
ざ
ん
せ
う

去
な
が
ら
、
私
が
と
4

様
か
4

様
は
、
京
の
六
條
珠
敷
屋
町
、
定

め
て
此
間
詮
談
に
合
ふ
て
居
さ
ん
せ
う
、
か
4

様
は
眩
姫
持
若
も

の
事
は
有
る
ま
い
か
と
我
身
の
う
へ
よ
り
案
じ
ら
れ
、
今
一
度
京

の
雨
親
に
、
一
目
あ
ふ
て
死
た
う
ご
ざ
ん
す
。

お
心
付
い
た
こ
の
お
金
、
逆
様
乍
ら
戴
き
ま
す
、
大
阪
を
立
ち

退
い
て
も
、
私
が
姿
目
に
立
て
ば
、
駕
籠
に
日
を
送
り
、
奈
良
の

旅
籠
ゃ
三
輪
の
茶
屋
、
五
日
、
三
日
夜
を
朋
し
、
廿
日
餘
り
に
四

拾
雨
、
つ
か
ひ
果
し
て
二
分
残
る
、
金
故
大
事
の
忠
兵
衛
様
、

科
人
に
し
た
も
私
か
ら
、
唾
憎
か
ら
う
9

お
腹
も
立
と
う
が
因
果

づ
く
と
諦
め
て
、
お
赦
し
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
、
親
子
は
一
批

の
縁
と
や
ら
、
此
批
の
別
れ
に
た
っ
た
一
目
、
逢
う
て
進
ぜ
て
下

さ
ん
せ
。



阿

古

屋

胡琴ツ
弓レ

琴

榛岩重阿責

古
の

輝永忠屋
段

野野鶴竹竹竹竹

澤澤澤沐本本本

梗

概

享
保
十
七
年
（
二
三
九
二
）
九
月
九
日
竹
本
座
初
演
。
作
者
は

文
耕
堂
、
長
谷
川
千
四
の
合
作
。
大
近
松
の
「
出
世
景
清
」
の
改

作
で
、
全
五
段
の
中
、
こ
の
第
三
段
目
．
の
口
阿
古
屋
琴
資
の
段
が

最
も
有
名
で
あ
る
。

平
家
の
侍
大
牌
悪
七
兵
衛
景
清
が
屋
島
壇
の
浦
の
戦
ひ

伊
逹
太
夫
よ
り
行
方
知
れ
中
、
種
々
詮
議
に
手
を
盤
し
た
末
、
秩
父

相
生
太
夫
庄
司
重
忠
、
岩
永
左
衛
門
は
、
榛
澤
六
郎
に
命
じ
、
景
清

長
尾
太
夫
と
云
ひ
交
は
し
た
遊
君
阿
古
屋
を
白
洲
に
召
し
寄
せ
、
景

文
字
太
夫
清
の
行
方
を
尋
ね
る
。
阿
古
屋
は
今
も
途
中
で
榛
澤
様
が

観
西
翁
景
清
の
居
所
を
知
つ
て
ゐ
る
な
ら
白
朕
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ

喜
左
衛
門
だ
が
、
卸
ら
ぬ
此
身
は
幾
度
御
問
ひ
な
さ
れ
て
も
＼
苓
答

勝

太

郎

へ

は

只

l

つ
と
悪
び
れ
も
し
な
い
。
岩
永
は
氣
を
い
ら
ち

g
V
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水 水 水 水 阿 榛

澤

古

六

奴 奴怒奴

，ヽ

桐．吉

竹

亀

の

輔

田

兵

郎

＼
吉

田

常

次

吉

田

兵

次

屋

桐
i

竹

紋

十

郎

郎

桐

竹

紋

司

岩

永

左

衛

門

吉

秩

父

庄

司

重

忠

田

玉

助

桐

竹

門

造

一七

申
し
付
け
た
責
道
具
を
持
て
と
命
す
る
と
、
奴
共
は
手
に

／
＼
手
桶
、
梯
子
、
さ
い
槌
、
棒
な
ど
を
持
つ
て
来
る
。

重
忠
は
こ
れ
を
押
止
め
、
女
一
人
に
白
朕
さ
す
に
仰
々
し

い
責
道
具
は
無
用
と
、
申
し
附
け
た
琴
、
三
味
線
、
胡
弓

を
取
り
寄
せ
る
。
岩
永
は
不
興
氣
に
責
道
具
と
は
此
槃
器

の
類
ひ
、
こ
り
や
詮
議
に
事
寄
せ
て
慰
み
せ
ら
る
し
か
と

詰
り
か
4
る
が
、
重
忠
は
唐
士
の
故
事
を
引
い
て
こ
れ
を

な

だ

め

、

阿

古

屋

に

三

曲

を

演

奏

さ

せ

る

。

．

糸
竹
の
調
は
整
然
と
し
て
一
糸
も
乱
れ
ぬ
。
重
忠
は
そ

の
昔
色
に
よ
っ
て
宵
際
景
清
の
居
所
を
知
ら
ぬ
事
を
知
り

岩
永
の
不
承
知
を
退
け
て
、
阿
古
屋
を
己
が
屋
敷
へ
伴
ひ

蹄
へ
る
。



人
形
溜
瑠
璃
で
は
、
文
築
が
た
っ
た
―
つ
の
偲
存
劇
園

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
的
、
郷
土
的
に
は
ほ
か
に
も

あ
る
が
、
常
設
劇
場
を
有
す
る
も
の
と
言
っ
て
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
文
業
は
寛
政
年
度
、
お
ほ
よ
そ
百
五
十
年
ほ

ど
前
、
淡
路
の
人
植
村
文
築
軒
に
よ
つ
て
大
阪
に
生
れ
た

劇
場
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
こ
の
三
四
十
年
来
は
、
殆
ど

た
い
、
そ
ん
な
順
序
で
申
上
げ
て
み
ま
せ
う
。

文
楽
の
鑑
賞
に
役
立
ち
さ
う
な
こ
と
を
、
簡
鼠
に
、
全

髄
的
の
事
に
つ
い
て
存
書
い
て
見
よ
う
。

斎

座

の

こ

と

1

人
形
淫
瑠
璃
の
組
織
と
そ
の
由
来

ー
舞
豪
の
こ
と
1

人

形

の

甕

方

の

こ

と

ー

召

本
邦
唯
一
の
人
形
劇
園
な
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
「
文
業
」

が
「
人
形
浮
瑠
璃
芝
居
」
の
同
義
語
の
や
う
に
な
っ
た
の

も
営
然
で
せ
う
。
古
い
所
で
は
、
江
戸
に
も
大
阪
に
も
、

五
座
七
座
と
人
形
芝
居
が
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
に
封
抗
し
、

時
と
し
て
は
、
享
保
か
ら
賓
暦
あ
た
り
ま
で
は
、
つ
ま
り

二
百
年
前
に
は
、
人
形
芝
居
の
は
う
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

普
通
に
、
三
業
よ
り
成
り
立
つ
と
言
は
れ
る
。
即
ち
、

浮
瑠
璃
を
語
る
太
夫
と
三
味
線
弾
き
と
人
形
遣
ひ
の
三
者

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
三
者
は
、
初
め
か
ら
一
緒
に
生
れ
て
褻
逹
し
て
来
た

か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。

文
築
＿
鑑
賞
手
引

一八



形
浮
瑠
璃
劇
の
濫
瘍
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
の
滓
瑠
璃
界
に
竹
本
義
太
夫
が
あ
ら

ら
渫
遊
し
て
来
た
街
頭
演
藝
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
平
安

時
代
と
あ
れ
ば
約
一
千
年
の
前
の
こ
と
に
な
る
。
浮
瑠
璃

は
足
利
時
代
中
期
の
登
生
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
五
百
年

の
歴
史
と
言
へ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
射
し
て
、
三
味
線
は

永
祗
年
中
に
、
琉
球
か
ら
泉
州
堺
港
に
輸
入
さ
れ
た
蛇
皮

線
の
本
邦
化
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
ツ
と
一
二
百
七
八
十
年

前
の
舶
来
槃
器
で
あ
る
。
先
づ
淫
瑠
璃
と
一
二
味
線
と
が
提

携
し
、
慶
長
の
初
年
あ
た
り
に
、
そ
の
溜
瑠
璃
と
人
形
遣

ひ
と
が
握
手
し
て
、
浮
瑠
璃
と
い
ふ
物
語
を
、
言
は
ゞ
立

髄
的
に
空
間
的
に
演
奏
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人

二
九

が
研
究
さ
れ
、
手
の
五
指
が
折
り
屈
み
を
す
る
や
う
に
な

る
ま
で
に
は
、
容
易
な
ら
ぬ
年
月
と
へ
人
知
と
が
費
さ
れ

た
。
一
個
の
人
形
を
一
二
人
が
4
り
で
、
宣
賓
的
に
遣
ふ
や

次
に
、
人
形
と
人
形
遣
ひ
の
こ
と
。
こ
れ
も
歴
史
的
に

言
ふ
と
、
面
倒
だ
か
ら
、
簡
箪
に
記
す
。

人
形
が
手
も
足
も
な
い
デ
ク
ノ
ボ
ー
か
ら
、
肩
板
が
喪

明
さ
れ
、
手
、
足
が
生
じ
、
口
や
眼
の
開
閉
や
眉
の
上
下

安
時
代
に
愧
儡
子
（
＜
ゞ
つ
ま
は
し
）
と
い
ふ
も
の
が
見

え
る
。
愧
儡
子
は
、
支
那
の
西
方
、
中
央
ア
ジ
ア
地
方
か

と
あ
れ
ば
、
義
太
夫
節
に
限
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
来
歴
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
淫
瑠
璃
と
一
―
―

味
線
と
に
よ
る
演
奏
内
容
と
、
人
形
の
動
作
と
が
ピ
ッ
タ

リ
合
致
し
て
、
三
者
諧
調
の
美
に
よ
っ
て
成
立
す
る
藝
術

な
る
獣
に
、
先
づ
御
留
意
あ
り
た
い
。

人
形
を
遣
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
す
う
つ
と
古
く
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
あ
ら
は
れ
た
所
で
は
、
遠
く
平

は
れ
て
一
音
楽
上
の
大
成
を
試
み
、
作
者
近
松
門
左
衛
門
を

得
て
、
戯
曲
的
展
開
を
も
試
み
た
の
は
、
元
緑
時
代
の
こ

と
に
隠
す
る
。
爾
来
二
百
五
十
年
間
、
人
形
浄
瑠
璃
芝
居



・・-
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う
に
な
っ
た
の
が
享
保
十
九
年
の
「
萱
屋
道
満
大
内
鑑
」

（
葛
の
葉
の
狂
言
）
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。

今
日
か
ら
大
凡
二
百
年
前
に
あ
た
る
。
但
し
、
文
築
座
で

も
ツ
メ
人
形
（
略
し
て
．
ツ
メ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
下
ツ

端
の
役
柄
の
は
、
一
人
で
一
個
の
人
形
を
遣
ふ
の
で
、
原

始
形
式
の
人
形
な
の
で
す
。

現
今
、
文
業
座
の
座
頭
と
呼
ば
れ
る
吉
田
榮
一
一
ー
と
か
、

吉
田
文
五
郎
と
か
い
ふ
上
だ
っ
た
遣
ひ
手
、
寅
盛
な
ら
賓

盛
、
お
園
な
ら
お
園
の
遣
ひ
手
と
し
て
、
番
附
の
上
に
記

載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
主
遣
ひ
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
者

で
、
頭
と
右
手
の
動
作
を
受
け
持
つ
。
「
左
り
」
と
呼
ば

れ
て
左
り
手
だ
け
を
遣
ふ
人
が
一
人
、
「
足
遣
ひ
」
と
い

ふ
雨
足
の
動
作
を
受
け
持
つ
の
が
一
人
。
つ
ま
b
-
―
一
人
遣

ひ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
人
が
主
遣
ひ
の
呼
吸
に

合
せ
、
動
作
せ
し
め
て
こ
そ
、
統
一
あ
る
一
個
の
人
形
と

し
て
演
技
す
る
の
で
、
こ
れ
が
ま
た
む
つ
か
し
い
。
足
遣

~· 

＇ 

り
、
や
が
て
主
遣
ひ
に
進
む
。

——10• 

人
形
滓
瑠
璃
の
舞
豪
1

そ
れ
に
も
幾
雙
蓬
が
あ
っ
た

慶
長
以
前
の
愧
儡
子
時
代
の
は
、
所
謂
首
掛
芝
居
で
、
一

尺
巾
に
二
尺
か
一
「
尺
五
寸
限
度
の
長
方
形
の
箱
が
舞
峯
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
撰
大
さ
れ
て
、
明
治
座
の
舞
壷

で
も
、
歌
舞
伎
座
の
で
も
、
何
と
か
し
て
使
ふ
や
う
に
な

っ
た
。
現
今
の
大
阪
文
業
座
の
舞
豪
は
、
間
口
が
六
間
よ

り
少
し
つ
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
は
三
四

間
か
ら
五
間
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
遣
ひ

式
で
な
い
絲
繰
り
式
の
は
も
つ
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。

今
の
舞
峯
は
、
見
物
席
寄
り
に
三
尺
ほ
ど
の
幅
で
、
使

は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
の
手
。
そ
れ
か
ら
船
底

と
も
呼
ば
れ
ズ
床
の
低
く
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎

の
平
舞
豪
に
該
営
す
る
部
分
が
一
一
の
手
で
あ
る
。
二
重
舞

ひ
だ
け
で
十
年
近
く
も
働
ら
き
、
そ
れ
か
ら
左
り
に
ま
は



そ
れ
が
次
第
に
「
出
語
り
、
出
遣
ひ
」
と
い
ふ
形
式
に
移

行
し
、
結
局
今
日
の
や
う
な
演
出
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
東
京
興
行
の
場
合
の
や
う
に
、
人
形
遣

ひ
が
序
幕
か
ら
切
り
ま
で
、
黒
の
頭
巾
を
か
ぶ
ら
す
に
、

（
河
竹
繁
俊
氏
稿
よ
り
抜
率
）

ら
の
名
稲
で
あ
る
。

ま
た
、
太
夫
と
三
味
線
と
が
、
向
つ
て
右
側
へ
張
り
出
人
形
芝
居
と
い
ふ
も
の
は
、
世
界
中
に
分
布
さ
れ
て
ゐ

ー

ま

す

。

未

開

既

開

の

民

族

を

問

は

中

、

甚

だ

廣

く

、

ま

た

し
た
宋
で
語
り
、
弾
く
。
即
ち
横
床
と
い
ふ
も
の
に
な
つ

古
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
の
や
う
に
登
逹

た
の
も
享
保
年
度
の
こ
と
で
、
義
太
夫
近
松
頃
の
は
、
特

し
た
も
の
は
、
殆
ど
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
滓
瑠
璃
と
い

別
の
場
合
以
外
は
、
正
面
の
御
簾
の
内
側
で
語
っ
た
の
で
"

ふ
昔
槃
は
別
と
し
て
も
、
「
瑕
名
手
本
忠
臣
蔵
」
や
「
菅

あ
る
。
人
形
遣
ひ
も
、
そ
の
頃
は
か
ら
だ
を
現
は
し
て
使

原
傭
授
手
習
鑑
」
の
や
う
な
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
、
人

は
中
に
、
幕
の
蔭
か
ら
人
形
を
差
し
上
げ
て
遣
つ
た
も
の

形
劇
壼
本
と
い
ふ
も
の
や
、
或
は
一
二
人
遣
ひ
の
人
形
で
、

で
、
「
蔭
語
り
、
蔭
遣
ひ
」
と
呼
ぶ
演
出
形
式
で
あ
っ
た

複
雑
な
演
出
を
す
る
が
如
き
も
の
は
、
嘗
て
な
い
と
さ
れ

て
ゐ
る
。

豪
に
相
営
し
て
、
屋
内
に
用
ひ
ら
れ
る
一
。
最
も
奥
に
位
し
出
遣
ひ
ば
り
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
ご
く
近
年
に
な
つ

た
部
分
は
一
の
手
、
ま
た
は
本
手
と
い
ふ
。
元
来
は
本
手
て
の
現
象
で
す
。
人
形
刺
と
し
て
見
れ
ば
•
人
形
遣
ひ
は

と
い
ふ
禾
舞
豪
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
・
次
第
に
攘
大
さ
れ
頭
巾
を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で

て
、
二
の
手
一
一
一
の
手
と
見
物
席
の
方
へ
張
り
延
ば
し
た
か
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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